
下の図Ａのように、小石とすなをのせた板をまっすぐ流れている川の中にしずめて、
川を流れる水のはたらきについて調べました。次の問いに答えましょう。

流れが速いところとおそいところに小石とすなをのせた板をしずめたとき、小
石とすなのようすに ア と イ のような変化がみられました。 ア 、 イ はそれぞ
れ流れが速いところとおそいところのどちらにしずめたものですか。上の図の
（　　）に、あてはまる言葉を書きましょう。
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右の図Ｂは、小石とすなをのせた板をしずめた
川の流れのようすを表しています。流れが速い
のは、①（川の外側）と②（川のまん中）のどち
らですか。番号を書きましょう。

(2)

図Ａの イ は、図Ｂの①、②のどちらにしずめ
たときのようすですか。番号を書きましょう。
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＊使わない言葉も
   あります。
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次の文は、流れる水のはたらきについてまとめたものです。（　　）にあてはまる
言葉を下の　　　から選び、書き入れましょう。
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まっすぐ流れている川では、川のまん中ほど流れが（ 　　   　　）、土

や石を（ 　　   　　）するはたらきが大きい。

おそく　　　速く　　　運ぱん　　　たい積
うん せき

あと


